
書式第 12号 (法第28条関係)

令和元年度 (2019年度) 事 業 報 告 書

特定非菫型活動法人蔵人昼援団

1 事業の成果
令和元年度 (2019年度)前半は前年度に築き上げた基盤のもと活動のレベルアップを目指し、各イベン
トヘの参加者も増加傾向にあつたところ、後半に入り、新型コロナウィルスの感染拡大をうけ、規模の
大幅な縮小を余儀なくされた。
その結果、主軸の「日本酒文化啓発事業」および 「酒蔵ツーリズム事業」においては活動の幅を広げる
ことが充分にできず、「日本酒関連周辺商品頒布事業」「酒蔵支援を通じた日本酒文化拡大事業」「酒蔵支
援を通じた日本酒文化保護事業」「情報提供事業」および「広報支援事業」についても、当初の計画を実
行に移すことができなかった。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【357】 千円)

(2)その他の事業

その他の事業はありません。

事 業 報 告 用

定款に記載

された

事業名

事業内容 日時 場所
従事者

人数

受益

対象者

範囲

受益

対象者

人数

事業費

(千円)

日本酒文化啓

発事業

日本酒に関する

勉強会等を開催

した。

(オ ンラインイ
ベント含む)

2019年 8月 1日 、
3日 、10月 3日 、
12月 5日 、2020年
2月 6日 、4月 4日

6月 4日

東京都内の

飲食店

延ベ

12人
首 都 圏

の 成 人

男女

延べ 83人 461

酒蔵ツー リズ

ム事業

酒蔵訪問見学ツ

アーを実施した。

(バーチャルツ

アー含む)

2019年 10月 19-20

日、11月 3日 、2

月 11日 、5月 30

日

茨城、神奈

川、埼玉各

県の蔵元

延ベ

4人
関 東 圏

の 成 人

男女

延べ 34人 52

日本酒関連周

辺商品頒布事

業

酒器の企画・頒布 当期は実績なし

酒蔵支援を通

じた 日本酒文

化拡大事業

酒蔵の販路開拓、

原材料調達のた

めの代理交渉等

当期は実績なし

酒蔵支援を通

じた日本酒文

化保護事業

酒蔵の提携先探

しと交渉の仲立

ち等による基盤

強化

当期は実績なし

情報提供事業 消費者 と蔵元間

及び業界内の情

報流通の支援

当期は実績なし

広報支援事業 酒造・酒販・飲食

各業界の情報発

信の支援

当期は実績なし



書式第 13号 (法第 28条関係 )

令和元年度 (2019年度)

事 業 報 告 用

活動計算書 (その他事業が上登場合)
特定非営利活動法人蔵人応

円

】ヽ 常_型__奎

正会員受取会費
賛助会員受取会費

84,αЮ
∞

０

受取寄附金
施設等受入評価益

120,468

0

12().4“

受取補助金

日本酒文化啓発事業収益
酒蔵ツーツズム事業収益
日本酒関連周辺商品頒布事業
酒蔵支援を通じた日本酒文化拡大事業
酒蔵支援を通した日本酒文化保護事業
情報提供事業
広報支援事業

382,500

52,422

0

0

0

0

0

0

434,

受取利息

5 その

経 常 収 益 9.390
B
1

1

2

1

220

(2)そ

給料手当

役員報酬
退職給付費用
福利厚生費

材料費
試験研究費
雑費
会議費
旅費交通費
施設等評価費用
減価償却費
印刷製本費

役員報酬
給料手当
退職給付費用
福利厚生費

8,140
7,908

22,786

400

0

0

0

0

0

388.5911

113,9411

通信費
広告宣伝費
消耗品費
雑費
水道光熱費
通信運搬費
地代家賃
旅費交通費
減価償却費

86.437A B ①

固

遇年度損益修正益

災害損失
固

0

06.431

1,日1彗■E::日■:D■EEヨ■」■[:ヨ■EliE_1日 I._■【1】巨【|,コ■目E■口〔:】||||||1日自口1                 ■|||||||||IEI】【EU
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書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和元年度 (2019年度)末現在 貸借対照表
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人蔵人応援団

金  額 ′

現金預金
未収金

棚卸資産
前払費用

328,366
0

39,595
5,800

2
(1)
車両運搬具
什器備品

(2)
ソフトウェア
借地権

＾
● ) の の

敷金
長期貸付金

3

創立費 49.211
8

【A】 資 ①+②+③産 合 計 511.814

2

+

1

B-1

短期借入金
未払金

前受金
預 り金

長期借入金
退職給付引当金

0

0

45,000
0

265,590
0

265.590
10310,51

B一 の

正

正

114,787
86,437

201.224

511,814【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】

■■■■■■【I:硼

正
~~百~~雇~¬

軍¬F~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
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2.事 業別損益の状況

3_ 施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

令和元年度 (219年度)計 算書類の注記

特定非営利活動法人蔵人応援団

重要な会計方針
計算書類の作成は.PO法人会計基準 (ω10年 7月 20曰 2017年 12月 最終改正 躙 法人会計基準協議会)に よっています.

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
棚卸資産の計上はありません。

(2)固定資産の減価償却の方法
固定資産の計上はありません.

(3)引 当金の計上基準
・ 退職給付引当金
退職給付引当金の計上はありません。

その他の引当金
その他の引当金の計上はありません。

(1)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
施設の提供等物的サービスに関する会計上の計上はありません.

(5'消費税等の会計処理
消費税等の会計処理it.税込経理によっています.

事 業 報 告 用

科 目

日本酒文
化啓発事

業

酒蔵ツー
リズム事
業

日本酒関連

月辺商品颯
布事業

活蔵支援 を

通 した 日本
適文化拡大

事丈

活蔵支援を
通した日本
洒文化保護
事業

情 f畦供事
業

広報支援事
業

その他日的
を達成する
ために必要
な事棄

事業部門計 管理部門 合計

I 経常収益
1・ 受n会費
2_受取寄附全
3-受取助成全等
4 :事業収益
5 その他収益
経常収益計
i 経常費用
(1)人件費
給料手当
役員報酬
退織給付費用
福利厚生費
人件費計
(2'その他経費
材料費
試験研究費
通信費
広告宣伝費
消耗品費
会議費
雑費
その他経費計
経常費用計

当期経常増減額

120,468

382.500 52.422

0

0

120,468
0

434,922

0

84,000

0

0

84,000

120,468
0

434,922

0

502.968 52.422 555.390 84.CX)0 639.3,X)

0

0

0

O

0

0

0

O

O

O

O

O

336.169

113.941

10,967

220

52,422
0

388.591

113,941

0

0

0

10,967

220

8,140
7,9()8

22,786

400

0

388.591

113.941

8,140
7,908

22,786
1().967

620
461,297 52.422 513.719 39.234 552.953
461.297 52.422 513.719 39.234 552.953

41.671 41.671 44.766 86.437

内 容 金 額 算定方法

■■



使途等が制約された寄晰全等の内訳    使途等が制約された寄附金等はありません。
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産億   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています.
したがって使途が制約されていない正味財産|ま   円です.

内容 期首残高 当期増加頷 当初減少顔 備考

合計

5.固 定資産の増減内訳 固定資産の計上はありません.

6.借 入金の増減内訳

科 目 当期借入 当期返済 期末残高
短期借入 金 72.507 16.645 379.152
長期借入金 31.190 2■ .4(() 265.o90

合 計 103.697 541.045 379.152 265.590

役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

事業費と管理費の核分方法
技分はしておりません。通信費、広告宣伝費、消耗品費はすべて管理費として計上しております。

その他の事業に係る資産の状況
その他の事業はありません。

8_ その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

科 目 翔き取■●頂 取 得 減 少 期末取尋薔額 翔末帳痺う額

有形固定資産
車両運搬具
什器備品

無形固定資産

投資その他の資産
敷金

合 計

科 目

計算書類
に計上さ
れた全額

内、役員
との取引

内.近残
者及び支
配法人と
の取引

120.468 120.468

120,468 120,468

0

26o.5∞

0

265.590

265.5:Ю 265.590

(活動計算書)
受取寄附金

活動計算書計

(貸借対照表)
短期借入金
長期借入金
貸借対照表計



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和元年度 (2019年度)末現在 財産目録
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人蔵人応援団

金  額 」ヽ   =十 合  計

現金預金
手元現金
西武信用金庫
ゆうちょ銀行

328,366
0

217,867
110,499

その他の流動資
棚卸資産

前払費用

合計 45,395
39,595
5,800

373 761
2
(1 ) 形 固
有形固定資産合計 01 0

2 形

無形固定資産合計

(3) の の

投資その他の資産合計

3
(1)
未償却創立費 49,211 49,211

2
未償却開業費 88,842 88,842

A + + 511.814

短期借入金
*当期末に長期借入金へ振替処理 したため残高なし

長期借入金
個人による立替払い合計分 (未償却創立費、開業費ほか)
*創立費 (商標登録関連)、 開業費 (通信費、広告宣伝費、消耗品費ほか)

2

前受金
翌期事業参加費前受

退職給付引当金

職員

45,000

45.000

265,590

265.590

目□ + 310,590

B-1B-2 A 201,224

■|1冨:■lif■E2コ■」
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書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和元年度 (2019年度)

年間役員名簿
(前事秦年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報目の有無を記載した名簿)

生菫墜菫壺星迎塗△麗整醸廻

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ)
住 所 又 は 居 所

前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)氏    名

1 (参汗監事
キリムラ コウジ 令和元年 7月 1日

令和2年6月 30日

な し

桐村 康司

2 ・監事
タイマ カツミ 令和元年7月 1日

令和 2年 6月 30日

な し

封間 勝己

3 〇・監事
イトウ レイコ 令和元年7月 1日

令和2年6月 30日

な し

伊藤 玲子

4
′
~ヽ

便勢
"監
事 tt:t rtl:L
大胡 香苗

令和元年7月 1日

令和2年6月 30日

な し

5

オオヤ アキノリ 令和元年7月 1日

令和2年6月 30日

な し

大矢 晃規

6

′
~ヽ

リ 監事

カラサワ マサヒロ 令和元年7月 1日

令和2年6月 30日

な し

唐沢 雅広

7

/~ヽ

建鬱
"監
事
トクダ ユウコ 令和元年7月 1日

令和2年6月 30日

な し

徳田 裕子

8

′
~ヽ

建霧̈ 監事
ヨシダ カツミ 令和元年 7月 1日

令和2年 6月 30日

な し

吉田 加津生

9
/~~ヽ

理事・筵ヲ
ノグチ リエ 令和元年7月 1日

令和2年6月 30日

な し

野口 梨恵

①

′
~ヽ

使:ヲ
・監事



書式第4号 (法第 10条・第 28条関係)
設立・事業報告用

(社員のうち 10人以上の者の名簿)

令和2年 (2020年)6月 30日 現在

特定非営利活動法人蔵人応援団

氏    名 住 所 又 は 居 所

1 桐村 康司

2 封間 勝己

3 伊藤 玲子

4 大胡 香苗

5 大矢 晃規

6 唐沢 雅広

7 徳田 裕子

8 吉田 カロ津生

9 野口 梨恵

10 山中 洋志


